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バイオリアクターにおける 

大量培養と後工程の最適化 
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※目次は裏面をご覧ください。 

【本書が取り扱う培養対象】 
 ・ウイルスベクター ・CHO細胞 
 ・ヒト幹細胞  ・間葉系間質細胞 
 ・乳酸菌   ・糸状菌 
 ・微細藻類  ・麹 など 

【下流工程の設計、運用とその事例紹介】 
 ・培養後の細胞除去と清澄化 
 ・アフィニティ／イオン交換クロマトの工業化 
 ・遠心分離機の適用法 
 ・ウイルス除去の最適化 
 ・乾燥（噴霧／凍結）／抽出プロセス 

【低コスト化を目指したプロセスの設計】 
 ・CFDを活用した効率的なスケールアップ 
 ・低コストを踏まえたプラントの設計・運用 
 ・製造原価シミュレーション法 
 ・LCA／TEA評価 

【培養のスケールアップでのトラブル対策】 
 ・均一に撹拌する 
 ・高粘度／非ニュートン流体培養液の撹拌 
 ・細胞死や培養後の細胞収量を上げたい 
 ・泡沫対策 
 ・マルチユースの汚染管理戦略 

【本書が取り扱う培養方式、バイオリアクター】 
 ・浮遊／接着／マイクロキャリア培養  
 ・灌流／流加培養  ・シングル／マルチユース  
 ・ジャーファーメンター ・振盪培養 



                                  ＜申込要領＞ 
●本書籍は一般書店では取り扱いをいたしておりません。 
右記申込書に必要事項をご記入の上，FAXにてお送りください。 
ホームページからも申込みできます。    https://www.gijutu.co.jp/ 
書籍が発刊され次第、書籍・請求書をご送付いたします。 
 
●支払方法 
銀行振込または現金書留にてお願いいたします。 
郵便振替はございません。   振込手数料はご負担ください。 
銀行振込の場合，原則として領収書の発行はいたしません。 
 
●お申込・お問い合わせ先 

〒141-0031 
東京都品川区西五反田2-29-5 
日幸五反田ビル8F 
TEL：03-5436-7744（代） 
FAX：03-5436-7745 

会社名  

所属  

氏名  e-mail  

住所 

TEL  携帯電話  

 今後、定期的な案内を希望されない場合、案内方法に×印をお願いいたします。 
（現在案内が届いている方も再度ご指示ください）〔 郵送 ・ ショートメッセージ(携帯電話) ・ e-mail 〕 
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 詳細な目次・内容の確認、 
購入や試読のお申込みはこちらから 

第１章 バイオリアクターのスケールアップとトラブル対策 
1節 撹拌槽バイオリアクターのスケールアップと各種パラメータの考え方 
2節 流体工学を活用したバイオリアクター設計の効率検討 
3節 灌流培養プロセス開発およびスケールアップ 
4節 流加培養プロセス開発およびスケールアップ 
5節 ジャーファーメンターの取扱いとスケールアップ 
6節 振盪機構による培養特性 
7節 ラボから工業化へとスケールアップで失敗する原因と対策 
8節 均一撹拌を実施するためのポイント 
9節 高粘度/非ニュートン流体培養液の撹拌・混合のポイント 
10節 細胞にやさしい（低いシェアストレス）バイオリアクターの活用法 
11節 バイオリアクターにおける泡沫の制御 
12節 バイオリアクターシステム(マルチユース)の汚染管理戦略(CCS) 
 
第２章 AI、シミュレーションを活用した 

培養プロセス、培地の最適化 
1節 機械学習を活用した培地解析方法や最適化方法 
2節 通気攪拌槽型培養槽内のガス吸収解析 
3節 クラウドを活用した抗体医薬品製造におけるデータ収集の自動化 
 
第３章 低コストを目指したバイオリアクター設計、プラント運用 
1節 中空糸リアクターを用いた培養装置と低コスト化 
2節 コスト削減をふまえたバイオ医薬品の設備設計、プラント運用」 
3節 省エネルギーな撹拌槽型バイオリアクターの設計のための評価手法 
 
第４章 バイオものづくりの事業化、製造原価予測 
1節 バイオものづくりの研究から事業化までの流れ 
2節 平面培養法、撹拌型/固定床バイオリアクターにおける 

製造原価解析・シミュレーション 
 
第５章 バイオリアクターによる 

遺伝子治療、再生医療、バイオ医薬品の生産 
1節 製薬企業におけるバイオ医薬品の連続生産の取り組み 
2節 連続培養法による抗体生産 CHO 細胞培養プロセスの高度化 
3節 浮遊細胞用バイオリアクターを用いた 

AAV ベクター生産培養プロセス開発 
4節 ウイルスベクター製造におけるバイオリアクターの活用と品質管理 
5節 ヒト幹細胞培養のスケールアップ技術 
6節 ヒトiPS細胞培養のスケールアップと下流工程の設計 
7節 バイオリアクターを用いた間葉系間質細胞（MSC）の拡大培養 
8節 CellCube システムを活用した 

乳歯歯髄由来MSC製剤（SQ-SHED）のスケーラブル製 
9節 バイオ医薬品及び再生医療等製品の 

製造管理、品質管理、そして品質保証へ 
 
第６章 バイオ医薬品の 

ダウンストリームプロセスの設計、スケールアップ 
1節 バイオ医薬品の精製設備の設計 
2節 アフィニティクロマトグラフィーのスケールアップとその最適化 
3節 イオン交換クロマトグラフィーのスケールアップとその最適化 

4節 細胞除去と清澄化の設計事例とクロマトグラフィー技術の適用 
5節 バイオ医薬品製造におけるディスク型遠心分離機の適用方法 
6節 ろ過によるウイルス除去工程の最適化 
7節 ワクチン、バイオ医薬品の 

目的物質由来／製造工程由来不純物の管理戦略 
8節 バイオ医薬品製造のためのカラムレス連続精製装置の原理と機能 
9節 バイオ医薬品の凍結乾燥技術とスケールアップおよびバリデーション 
 
第７章 フォトバイオリアクターによる微細藻類の大量培養技術 
1節 微細藻類の大規模培養とLCA/TEA評価 
2節 室内人工光源用特殊容器開発における基礎的検討と実証プラン事例 
3節 微細藻類の大規模生産に必要なCO2供給源について 
4節 ガラス管型フォトバイオリアクターでの微細藻類培養評価 
5節 樹脂製シングルユース微細藻類培養フォトバイオリアクターと 

その使用法 
6節 微細藻類バイオファウンドリを利用した 

未利用微細藻類資源の探索および社会実装 
7節 フォトバイオリアクターの観光資源としての利用 
 
第８章 微細藻類培養後の工程（分離・乾燥・抽出）の最適化 
1節 微細藻類の濃縮用遠心分離の概要と適用方法 
2節 微細藻類の噴霧乾燥技術 
3節 微細藻類からの液状炭化水素抽出 
4節 限外濾過膜の連結プロセスによる微細藻類含有タンパク質の精製 
 
第９章 バイオリアクターによる食品、化粧品の生産 
1節 細胞性食品の一般的な作り方、製造コスト算出、実用化に必要な技術
要件 
2節 乳酸菌の大量培養技術 
3節 バイオリアクターによる微細藻類の機能性食品素材の製造 
4節 糸状菌（カビ）の液体培養におけるスケールアップ技術の開発 
5節 スマートセルが拓く次世代油脂生産： 

油脂酵母とバイオリアクターの革新 
6節 回転円板型バイオリアクターによる酵素、生物活性物質の生産 
7節 固体培養技術とその応用、可能性 
 
第１０章 バイオリアクターによる 

エネルギー、化成品の生産、CO2削減 
1節 微生物発酵による芳香族化合物の生産 
2節 膜ろ過技術を応用した新しいバイオリアクターによるメタン生成 
3節 チューブ型フォトバイオリアクターを用いた 

微細藻類によるCO2固定化技術の開発 
4節 新型藻類バイオリアクターによるCO2削減と有用バイオマス生産 
5節 マイクロプラスチック除去における微細藻類の利用 
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